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『地方財務』 2008年 12月号 
 
地方自治体の温暖化対策 第 8回 
中小規模の自治体の温暖化対策における自然エネルギーへの取り組み 
 


















第一に、役割という点では、すでに本連載第 6 回（2008 年 9 月号）で述べられているように、









































アジアからも流入してきている。その結果、1990 年代中ごろに約 24 万人だった人口が 2007 年
には約 28万人に増加し、人口の量的・質的な変化が都市そのものにダイナミズムを生んでいる。 
 
2-2. 明日の都市（City of Tomorrow） 
産業構造の転換が都市そのものの変容へと結びついているマルメ市であるが、そのシンボルと
して「明日の都市（City of Tomorrow）」の名の下に進められてきたのがヴェストラ・ハムネン































政府の補助を受け、公共施設に大規模な PV の設置を行っている。政府からは公共施設への PV
導入について初期設置費用の 70%の補助が出ており、2005 年から 2008 年までの 4 年間で総額
1,500 万ユーロ（約 2 億 4,000 万円）が充当されている。これにより、市役所、学校、博物館、





















































3-2. ロラン CTF（Lolland Community Testing Facilities） 
周辺地域として認識されてきたロラン島が、近年自然エネルギー導入の先進地域へと変貌を遂
げようとしている。2007年 5月時点で、隣接するファルスター島も含めたロラン・ファルスター
地域は、地域内の年間消費電力 75 万 MWh を超える 115 万 MWh を自然エネルギーから発電し













Energi Holding A/S 以下 LOKE）という市の持ち株会社を通じて、より効率的で持続可能なエ
ネルギー技術の開発が期待されるプロジェクトに資金面でもコミットしているii。 
 
3-3. グリーンエネルギー・ロラン・ファルスター戦略（Green Energy Lolland-Falster） 
では、次にロラン CTFがどのような経緯で、どういった意図のもとで進められてきたのかにつ
いて、その戦略・アクションプランとなった「グリーン・エネルギー・ロラン・ファルスター戦
略（Green Energy Lolland-Falster 以下 GELF）」とその策定過程を見ていこう。 
GELFの概要は次の通りである。 
 
■ 自然エネルギー・省エネルギーの目標（2007 年～2020 年） 
• 地域内の自然エネルギー電力の発電量を 2010年までに 50%増やす 
• 化石燃料ボイラーを植物油ボイラーに置き換えることで、2015 年までに自然エネルギー熱
生産量を 90%にまで高める 


































































永続地帯（ 2008）「「エネルギー永続地帯」 2007 年度試算結果の公表について」
http://sustainable-zone.org/ 
東京都（2006）『東京都再生可能エネルギー戦略』 







マルメ市 HP（http://www.malmo.se/）→ English → Sustainable City Development 
 ロラン島の取り組み 










ii LOKEの資本金 8,500万 DKK（デンマーク・クローネ ＝ 約 1億 8,700万円）は、15~20%が技術開発プロジ
ェクトへ、75~80%が既存技術を使った大規模実証プロジェクトへ出資される。また、5%は将来の投資判断に必
要なフィージビリティスタディに支出されている。なお、LOKEの出資判断を決定する理事会はロラン市によっ
て構成され、選考作業などの実務は Bassが行っている。出資の条件としては、プロジェクトがロラン・ファルス
ター地域内で行われること、新たな知識の創造に貢献すること、より効率的な解決策を生み出すこと、公共と民
間の協働で行われること、地域に雇用を生み出すこと、新しい地域教育プログラムに発展することなどがある。 
